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事
業

下
水
道
事
業
は

、

事
業
完
了
ま
で
に
十
五
年
か
う
二
十
年
の
長
期
間
を
必
要
と
し
ま
す
し
、
多
額
の

資
金
を
必
要
と
す
る
事
業
で
す

。

資
金
の
内
訳
は
、
固
か
ら
の
補
助
金
や
借
入
金

、

下
水
道
を
使
用
で

き
る
区
域
の
方
か
う
い
た
だ
く
受
益
者
負
担
金
や
町

費
で
す
。

シ
リ
ー
ズ
第
二
回
目
は
、
受
益
者
負
担
金
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す

。

受
益
者
負
担
金

と
は
?

下
水
道
を
建
設
す
る
建
設
費
の

一
部
と
し
て
、
下
水
道
を
使
用
で

き
る
区
域
の
方
に
負
担
し
て
い
た

だ
く
お
金
で
す
。

受
益
者
負
担
金
を

納
め
て
い
た
だ
く

方
(
受
益
き
と
は
?

下
水
道
を
利
用
で
き
る
区
域
内

の
土
地
の
所
有
者
で
す
が
、
そ
の

土
地
に
地
上
権
や
質
権
、
使
用
貸

借
権
な
ど
が
生
じ
て
い
る
場
合
は
、

そ
の
権
利
者
が
受
益
者
と
な
り
ま

す
の
で
、
正
確
を
期
す
た
め
に
皆

さ
ん
に
申
告
を
し
て
い
た
だ
き
決

定
し
ま
す
。

i 言
語 者
安 一負
平 鹿担
主 だ金
5 1オは

用
で
き
る
土
地
に
対
し
て
負
担
を

求
め
る
わ
け
で
す
か
ら
、

一
度
限

り
と
な
り
ま
す
。

負
担
金
の
対
象
と

恕
x
w土
地

下
水
道
が
使
用
で
き
る
こ
と
と

一
等
に
つ
い
て
は
申
請
に

よ

っ
て
猶

な
る
区
域
内
に
あ
る
す
べ
て
の
土

一
予
や
減
免
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

地
が
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
農
地

一

- 受益者の例 ・

負
担
金
を
納

gg 
A' 、

② 
負

金
を

時
A 

( j O 0 負
A ~ー金ますz を
ほ慣

習も受
B 

④ 八 o l!}J 全
A ~ー金ま を
た“
は虫

色受
B 

① 
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の例 ・- 受益者

⑤ 
家屋などを建てていない土地

/一千)

受
益
者
負
担
金の

額

一
利
用
地
(
画
地
)
当
た
り

二

万
円
に
、
土
地
輩
記
簿
面
積
に

二

負
担
金
総
額
を
四
年
に
分
割
し
、

更
に

一
年
を
四
期
に
分
け
て
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
。

(
全
十
六
期
)

地貸
コ

A

…

い
±

人

…

な
ご

る

…

い

ご

め

…

て
二

納

…
⑥
て
#

を

…

建
二

金
…

を
=

担
…

ど
ご

負

…

な
二
屋
下
家

日

0
0
円
を
乗
じ
た
も
の
を
加
え
て

算
出
し
ま
す
。

受
益
者
負
担
金
の

納
付
方
濯

z事責任技術者
資格試験Eび受験講習舎の

開催について
公共下水道の宅地内排水設備工事には資

格が必要です。そのため排水設備工事の設

計、 施工等に関する認定試験が日本下水道

協会愛媛県支部主催で開催されます。

なお、 川内町公共下水道事業の一部供用

開始は、平成13年 3 月末の予定です。

・申じ込み
10月 2 日開)，，-，10月 20 日(金)

川内町水道課へ

負担金を納める人AまたはB
午lW10時"-' 12時

松山市総合コミュニティセンター

-受験講習会

11月 14 日伏)

〈受益者負担金の額〉-試験日時
11月 26 日(日)

(均等割) - (面積割)

20 ， 000円/画地 I 200円/ぱ

午後 1 時30分"-'3 時30分

松山市立東中学校

-費用
受講・試験で 7 ， 000円

※お問い合わせは、水道課(宮966-2238)

品尺空 第 1 期 第 2 期 第 3 期 第 4期 納期別の負担金計算例
(8 月) (10月) (12月) (2 月)

年度額

1 年度目 6 ,030 6 , 000 6 , 000 6 , 000 24.030 115坪(約380.16m') の土地

2 年度目 6 , 000 6 , 000 6 , 000 6 , 000 24 , 000 
の場合

3 年度目 6 , 000 6 , 000 6 , 000 6 , 000 24.000 
20 ， 000円 +380.16m'X 200円

4 年度目 6 , 000 6 , 000 
=96 ， 032円

6.000 6 , 000 24 , 000 

合計 96 , 030 4. 96，030円

前
納
報
奨
金
制
度

が
あ
り
ま
す

負
担
金
を
納
期
前
に

一
括
で
納

め
る
と
、

最
高
で
二
十
二
パ
ー
セ

ン
ト
の
割
引
き
が
あ
り
ま
す
。

九
六
、
O
三
O
円
の
負
担
金
で

す
と

一
九
、
八
O
O
円
節
約
で
き

ま
す
。

負
担
金
の

徴
収
猶
予
と
減
免

負
担
金
は

、

下
水
道
整
備
区
域

内
の

全
て
の
土
地
に

一
律
に
賦
課

さ
れ
る
の
が
原
則
で
す
が
、
土
地

の
状
況
や
納
め
る
受
益
者
の
状
態

に
よ
っ
て
、
一
定
期
間
徴
収
を
猶

予
さ
れ
た
り

、

額
の
減
免
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

広報かわうち

今
回
は
、
受
益
者
負
担

金
制
度

の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、

も

っ
と
詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た

い
方
は
、
お
気
軽
に
役
場
水
道
課

下
水
道
係
(
宮
9
6
6

・
2
2
3

8
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

、u
v

十

一
月
号
で
は
、
公
共
下
水
道

使
用
料
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す

。

平成î2年îO月号



ます
~介護保険では、介護をみんなで支えるため、高齢者の方も含め

40歳以上のすべての方に、保険料を納めていただくことになっています~

平成12年10月から

一
平
成
十
二
年
十
月
一

一
か5
介
護
保
険
料
一

~を
納
め
る
こ
と
に

一

一な
り
ま
す

一

〆
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

、

六
十
五
歳
以
上
の
方
に
つ
い
て

は
、
介
護
保
険
法
の
円
滑
な
施
行

の
た
め
の
特
別
対
策
と
し
て
、
介

護
保
険
の
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
の
仕
方
な

ど
に

慣
れ
、
理
解
を

い
た
だ
き
な
が
ら
保
険
料
を
負
担

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

-
平
成
十
二
年
四
月
か
う
九
月
ま

で
の
半
年
聞
は
保
険
料
を
納
め

な
く
て
も
よ
い
こ
と

-
平
成
十
二
年
十
月
か
5

平
成
十

三
年
九
月
ま
で
の
一
年
間
は
、

本
来
の
保
険
料
の
半
額
を
納
め

、
ノ一
保
険
料
の
納
め
万
一

，
，i
l
i
l

-
1
1
1
1
1
1
1
1
t

、

保
険
料
の
納
め
方
に
は
、
年
金

か
ら
の
天
引
き

(
特
別
徴
収
)

と
、

口
座
振
替

又
は
納
付
書
に

よ
り
役
場
に
納

付
(
普
通
徴
収
)

し
て
い
た
だ
く

方
法
が
あ
り
ま

す
。

る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

平
成
十
三
年
十
月
か
ら
本
来
の

保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

[平成12年度から14年度の65歳以上の方の保険料の額]

(果瞭料が軽減された分は国が
本 負担することになります
来
の
1呆
瞭

本来の保験料の額を

客料員 保陳料を

納めます:

納める必要は
本来の保瞭料の半額を

ありません
納めます

ム
平成15年
4月

ム

平成14年
4月

ム
平成13年

10月

ム
平成13年
4月

ム
平成12年

10月

ム
平成12年
4月

年
金
か
う

の
天
引
き

(
特
別
徴
収
)

老
齢
・
退
職

年
金
が
年
額
十

八
万
円
(
月
額

一
万
五
千
円
)

以
上
受
け
て
い

る
方
は
、
平
成

十
二
年
十
月
以

降
、

二
カ
月
お

き
(
平
成
十

二

年
度
は
十
月
、

十
二
月
、
二
月

)

に
支
払
わ
れ
る

年
金
か
ら
、
支

払
毎
に
二
カ
月

分
の
保
険
料
が
天
引
き
さ
れ
ま
す

。

※
老
齢
福
祉
年
金
、
障
害
年
金
、

遺
族
年
金
か
ら
は
天
引
き
さ

れ

ま
せ
ん

。

2

口
座
振
替
、
納
付
書
に
よ
る

納
付
(
普
通
徴
収
)

老
齢
・
退
職
年
金
が
年
額
十
八

万
円
(
月
額
一
万
五
千
円
)
未
満

の
方
は
、
平
成
十

二
年
十
月
以
降

の
納
期
毎
に
、
口
座
振
替
又
は
納

付
書
に
よ
っ

て
役
場
又
は
金
融
機

関
へ
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
、

で
き
る
だ
け
口
座
振
替
の
手
続
き

を
と
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
ま
す

。

※
老
齢

・

退
職
年
金
が
年
額
十
八

万
円
以
上
の
方
で
も
、
年
度
中

に
六
十
五
歳
に
到
達
さ
れ
る
方
、

年
度
中
に
転
入
さ
れ
て
き
た

方

に
つ
い
て
は
普
通
徴
収
と
な
り

ま
す
。

町(サ 〆ーー、

に 十 l 本: i呆
お六ピ来 l
住パスの I Il企
ま l の保 I I~穴
いセ費険! d 

のン用料; 斗
六 トのの i E ・
十)約額 l 庁、
五を六は I V,J 
歳 、分 、 ー ・一
以川の介! 墨画 .
上 内 一 護-、ーー -j
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介護給付費総費用に対する負担割合

-F誇

bノ間金

の
方
の
人
数
で
割
っ
た
額
が
平
均

に
な
り
ま
す
。

高
齢
者
の
保
険
料
は
、
年
金
の

額
に
応
じ
て
決
ま

る
わ
け
で
は
な

く
、
給
料
や
事
業
に
よ
る
所
得
な

ど
す
べ
て
の
収
入
を
基
に
決
め
ら

れ
ま
す

。

※
六
十
五
歳
以
上
の
方
の
保
険
料

額
は
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
の

費
用

の
見
込
み
に
応
じ
て
三
年
ご
と

に
決
ま
り
ま
す

。

保
険
料
の
額
に
つ
い
て
は
、
無

理
な
く
ご
負
担
い
た
だ
け
る
よ
う
、

町負担金
12.5% 

所
得
に
応
じ

た
保
険
料
を

負
担
し
て
い

た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

世
帯
に
住
民

税
が
課
税
さ

れ
る
方
が
い

な
い
場
合
な

ど
に
は
、
平

均
的
な
保
険

料
額
か
ら
軽

減
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま

す
。

ま
た
、
災

害
等
に
よ
り
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
は
、

保
険
料
の
減
免
が
受
け
ら
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
窓
口
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

40歳かう
64歳までの
方の保険料
33.0% 

'
'
-
、

[所得に応じた保険料の額]

軽減される方 基準額の方 割り増し保険料を支払う方

生活保護の受給 世帯全員が住民 本人が住民税非 本人が住民税課 本人が住民税課
の方、老齢福祉 税非課税の方 課税の方 税で合計所得金 税で合計所得金
年金受給の方 額 250万円未満 額 250万円以上
(住民税世帯 の方 の方

非課税)

基準額XO.5 基準額XO.75 基準額X 1 基準額X 1.25 基準額X1.5

平成12年度 4.400 6 , 600 8.700 10 , 900 13 , 100 

平成13年度 13 , 100 19.700 26 , 200 32 , 700 39 , 200 

平成14年度 17 .400 26 , 200 34.900 43 , 600 52 , 300 

単位:円 )(年間の保険料額

{平成12年度の納期毎の保険料支払額]
例 基準額の方の納期別支払額

12年10月 12年11 月 12年12月 13年 1 月 13年 2 月 13年 3 月 合計

特別徴収の方 2 , 900 2 , 900 2 , 900 8 , 700 

納 期 年金支払日 年金支払日 年金支払日

普通徴収の方 1.700 1 , 400 1 , 400 1 , 400 1 , 400 1 , 400 

納 期 11/5 12/5 1 /5 2/5 3/5 3/31 

(単位ー円 )

TEL 966-2223 

平成î2年îO月号

福祉課介護保険係まで

a 

詳しくは、

広報かわうち
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八
月
臨
時
町
議
会
が
八
月

二
十

三
日
開
催
さ
れ
、
専
決
処
分

一
件
、

工
事
請
負
契
約

一
件
、
一
般
会
計

補
正
予
算

一
件
を
可
決
、
承
認
し

ま
し
た

。-
O
愛
媛
県
市

町
村
職
員
退
職
手
当

組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団

体
の
数
の
減
少
及
び
こ
れ
に
伴

う
愛
媛
県
市
町
村
職
員
退
職
手

-・・・圃

般
議
案

当
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

(
可
決
)

O
平
成
十
二
年
度
公
共
下
水
道
事

業
ロ
|

補
|

管
渠
工
事
③
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

(
可
決
)

-
一
般
会
計
補
正
予
算
で
、

補
正
予
算
額

二
、
五
O
O
千
円

補
正
後
の
予
算
額

玉
、
三

一
九
、三
六
八
千
円

補
正
予
算

議

議長ほか

議長
運営委員

全議員

総務文教
委員

議長
特別委員

議長

特別委員

議長

長愛媛県戦没者追悼式

川内町戦没者慰霊祭

議会運営委員会

8/15 

8/17 

全議員

議

8月臨時町議会

総務文教常任委員協議会

地域活性化対策特別委員会

地域活性化対策特別

委員行政視察

公民館交流三世代

クロッケー大会

第 2 田町村議会議員研修会

津島町議会視察来町

8/23 

9/1 
"-'2 

9/3 

9/5 

長

町長の動静

四国縦貫横断自動車道陳情

第54巨|愛媛県森林土木協会通常総会

8/25 

8/29 

県町村会臨時評議員会

決算審査現地視察8/31 

郡民協役員研修会8/7 地域活性化対策特別委員行政視察9/1 "-'2 

国道494号整備促進期成同盟会8/8 三世代クロ ッ ケ一大会9/3 

建設省大蔵省陳情ガリラヤ荘一日施設長9/4 

郵便局・町意見交換会

8 月臨時町議会議会運営委員会

消防団役員会

川内町夏まつり

温泉郡消防団幹部研修会

8 月臨11寺町議会

総務文教常任委員会

地域活性化対策特別委員会

川内町戦没者慰霊祭

少年球技大会

8/11 

8/12 

8/17 

8/23 

8/18 

8/19 

8/20 

8/15 

県家畜畜産物衛生指導協会臨時理事会

広報かわうち平成12年10月号
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あなたの調査票には
日本の大切な未来がつまっていますL

21 紀のために 10月 1 目、国勢調査を実施しますo

.布陣ヨゆ~~r{.~

調査票に包B

v 
E語圏JP.l41副長1~~贋説明します

v 

・1長官ヨ陪否同町軍軍配~~tiI

平成î2年îO月号広報かわうち

ぬ

9月下旬から、調査員が皆さんのお宅に調

査棄を配りにおうかがいします。調査票が

お手元に届いたら、 10月 1 日現在の皆さん

の状況を記入してください。 記入していた

だく項目は、男女の別、出生の年月、就業

状態、通勤・通学地、住居の種類など22項

目です。記入していただいた内容は、統計

を作成するためにだけに使い、調査票は集

計後に溶かします。調査票に書かれたこと

が他にもれることは絶対にありませんので、

ご安心ください。

10月上旬に、再び調査員が調査票を受け取

りにおうかがいします。

調査の結果は、今年の 12月から公表します。

まず、人口や世南数の速報値を、その後「高

齢者世帯の状況J や[労働力状態、産業別構

成J などを順次集計・公表していきます。

例えばこれらの調査結果は、まちづくりを

進める貴重な資料として役立てていきます。

現在、日本は人口の高齢化が急速に進んで

います。お年寄りが暮らしやすいまちをつ

くっていくためには、住宅や福祉、医療の

面でどういった対策が必要力、を、調査結果

から探っていきます。このほかにも、議員

定数を決めたり、都市計画を策定したり、

平均寿命を算出したり ・ …。あなたとこの

まちの21 世紀のために、国勢調査の結果を、

いろいろな分野で活用していきます。

。 t量虐唾曾
平成12年 10月 1 日(日)



国保の届iオ出
~あなたは大立夫?~

AさんとBさんは2人 æ
で喫茶店をはじめる
ために l 会社を退職
しました。

Aさんは国保に加
入の届け出をしま
した。

しかレ、 2人は開店の準備に追われて疲れがでたのか、

入院することになってしまいました。

2人の運命ゃいかに

65歳以上の独居の方や高齢者のみ

の世帯を対象に実施します。

栄養のバランスがとれた献立による

食事を夕食のみ毎日訪問配達をし、

利用者の方々の安否の確認や健康状

態などに異常があったときは、関係

機関への連絡を密にすることを目的

としています。

1回の利用料金は400円となってお

ります。ご希望の方は、 川内町社会

福祉協議会(宮966-6660) までご相

談ください。

④届け出をしたAさんの場合

国保に加入していた
ので 1 かかった医療
費の3割を負担する
だけですみました。

しかも l 医療費が高額
になっていたので，申
請をして払い戻しをう
けること力ぞきました。

問
月
か
ら 「

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

奥
さ
ん
」
は
第3
号

被
保
険
者
で
す

「サラリ ーマンの奥さん」

とは、厚生年金や共済組合に

加入しているご主人に扶養さ

れている奥さんのことです。

ただし、奥さん自身が厚生

年金などに加入している場合

や、 一定の収入(年収130万円

以上)がある場合は「サラリ

ーマンの奥さんJ (第 3 号被保

険者)には当てはまりません。

「サラリーマンの奥さん」に

なった場合はすぐに届け出 し

ましょう。

-‘..­
※奥さんが勤めていてご主人が被扶養配偶者の

場合は、ご主人が第 3 号被保険者になります。

平成12年10月号広報かわうち
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納
税
義
務
者

一
※
農
耕
作
業
用
自
動
車

一

一
の
謀
税
上
の
取
り
扱
い

一

小
型
特
殊
自
動
車
と
し
て
軽
自

動
車
税
の
課
税
対
象
と
な
る
農
耕

作
業
用
自
動
車

と
は
、

農
耕
作
業

用
の
も
の
で
乗
用
装
置
を
備
え
、

こ
れ
ら
申
告
手
続
き
の
詳
細

に

つ
い
て
は
、
役
場
税
務
課
(

宮
9

6
6

・

2
2
2
4
)

へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

。

四
月

一
日
(
賦
課
期
日
)
現
在

の
軽
自
動
車
等
の
所
有
者
で
す
。

な
お
、
軽
自
動
車
等
の
割
賦
販
売

な
ど
の
場
合
に
お
い
て
、
所
有
権

留
保
付
き
で
行
わ
れ
た
と
き
は
、

買
主
を
所
有
者
と
み
な
し
て

貿
主

に
課
税
さ
れ
ま
す
。

申
告
義
務

軽
自
動
車
税
の
納
税
義
務
者
で

あ
る
軽
自
動
車
等
の
所
有
者
は
、

所
有
者
と
な

っ
た
日
か
ら
十
五
日

以
内
に
、
軽

自
動
車
の
種

別
、
車

名
、
車

体
番
号
等
を
申

告
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
所
有
者
で
な
く
な

っ
た

場
合
や
住
所
等
の
変
更
が
あ

っ
た

場
合
に
も
申

告
が
必
要
で
す

。

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

の
取
付
義
務

軽
自
動
車
、

二
輪
の

小
型
自
動
車
及
び
原
動

機
付
自
転
車
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
小

型
特
殊

自
動
車
に
も
申
告
の
際

、

交
付
さ
れ
る
ナ

ン
バ
ー

軽自動車税は、原動機伺自転車、

軽自動車、小型特殊自動車及び二輔

の小型自動車(以下「軽自動車等J

という。)の主疋る定置場所在の市町

村が課税します。

この主だる定置揚とは、その軽自

動車等が運行しないときに主として

駐車する揚所をいい、個人の揚合は、

通常、所有者の住所地となります。

プ
レ
ー
ト
を

取
り
付
け
て
い
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん

。

納

税

軽
自
動
車

税
は
、
年
額
を
四
月

中
に
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す

。

率
区 分 税率(年額)

1 種 ( 50ccまで) 1 ，000円

原動機付自転車
2 種乙 ( 90ccまで) 1 ， 200円

2 種甲 ( 125ccまで ) 1 ， 600円

ミー力一 2，500円

軽 一 輪 (250cc まで ) 2，400円

軽ニ輪 (660cc まで) 3 ， 100円

軽 自 動 車 貨 物
自 家用 4，000円

営業用 3，000円
軽四輪

自 家 用 7 ，200円
乗 用

営業用 5，500円

一輪の小型自動車 自動一輪 (250cc超) 4 ，000円

小型特殊自動車
農耕作業用 1 ， 600円

その他 4，700円

-税

そ
れ
の
み
で

陸
上
を
移
動
さ
せ

る
目
的
(
前
提
)
で
製
作
さ
れ

た
も
の
、
あ
る
い
は
、

農
耕
用

ト
レ
ー
ラ
ー
を
取
り
付
け
た
も

の
等
を
い
い
ま
す
。

具
体
的
に
は

、

ト
ラ
ク
タ
ー
、

コ
ン
バ
イ
ン
、
乗
用
田
植
機

、

農
耕
用
ト
レ
ー
ラ
ー
を
取

り
付
け
た
耕
運
機

・

テ
ー

ラ
ー

等
が
該
当

し
ま
す

。

軽
自
動
車
税
の
課
税
の

根
拠
と
し
て
は
、
道
路
損

傷
負
担
金
と
財
産
税
と
い

う

こ
つ
の
側
面
が
あ
り
ま

す
が
、
路
上
を
ほ
と
ん
ど

走
行
し
な
い
農
耕
作
業
用

自
動
車
は
、
こ
の
う
ち
、

後
者
に
着
目
し
て
課
税
さ

れ
る
も
の
で
す

。

ぬ
広報かわうち平成12年10月号



パソコン機器等の利用状況等に関する

電話アンケート調査のお願い
全
国
的
に
情
報
通
信
技
術

(I
T

)
革
命

が
進
行
す
る
現
在
、
本
町
に
お
い
て
も
情
報

化
推
進
に
関
す
る
調
査
研
究
を
進
め
て
お
り

ま
す
が
、
こ
の
調

査
の
一
環
と
し
て
、
町
内

の
個
人
・

法
人
を
対
象
に
、
次
の
と
お
り

電

話
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

図書寄贈のお礼
0 菅野美鈴 様

。酒 井キヨ子様

厚くお礼申し上げます。

-調査時期
平成12年10用上旬~中旬

・調査内容
パソコン等の保有・利用状況等

・調査方法
無作為に地出した町内の個人・

法人に対し、調査を委託してい

るNTT西日本愛媛支店より電

話による閤き取り調査を実施

・問い合わせ先
役場企画調整課

(8966-2222 内線129)

- 新着図書案内 ・

かわいい
からだ

寺門琢己著

骨盤に注目すると、

「からだの気持ち」と

「こころの不思議」が

買えてきました。

@
1
 

日比
ど

=
:

…礼
、b
~陸
即

日
小い
か
』
ミ

，
、

，

d

人

鎗n
e晶

|10月は「犬の危害防止対策推進月間I
問
題
は
、
飼
い
主

の
マ
ナ
ー
で
す
。

i

飼
い
犬
の
三
な
い
運
動i

O
放
さ
な
い

放
し
飼
い
は
事
故
の
も
と
で
す
。

家
で
は
つ
な
い
で
飼
い
、
散
歩
の

時
も
引
き
綱
を
つ
け
て
。

O
捨
て
な
い

捨
て
犬
は
、
絶
対
に
や
め
ま
し

ょ
う

。

家
族
の

一
員
と
し
て
愛
情

と
責
任
を
持
ち
、
終
生
か
わ
い
が

り
ま
し
ょ
う
。

飼
え
な
い
時
は
新
し
い
飼
い
主

を
探
し
ま
し
ょ
う
。
不
妊

・

去
勢

手
術
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

子育ては
あたたかく
やわらかく
ゆったりと
増山均著

子どもに、安I~\感と

いう I~\の主食を与え

ていますか?

O
迷
惑
を
か
け
な
い

道
路
や
公
園
は
ト
イ
レ

で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ふ
ん
尿
は
飼
い

主
の
敷
地
内
で
。
散
歩
の
時
の

ふ
ん
は
か
な
ら
ず
持
ち
帰
り
ま

し
ょ
v
つ
。

と
女
作

{
・
少一紀

外
の
早

川
風
仙

女
ヰ
魔

偶然出会ったサラ

は、とても不思議な

女の子でした。人気

シリーズ「風のEの

ルルー」 の4作目。

広報かわうち平成12年10月号
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ロ 日時

10月 22 日(日)

午前 9 時~
(雨天の場合中止)

口場 所

川内中学校グラウンド

今年から、あらかじめ個人または団体に参

加を募って競技する種目を設けました。 「力自

慢コ ンテスト J (個人16名)、「グループ対抗リ

レーJ (6 名の14グループ)に参加を希望する

方は、 10月 13 日(金)までに川内町教育委員会

(宮966-4721) へお申し込みください。

獅
ヲ
マ
舞

• 

口 日時 10月 14 日(土)

12時15分開会

口場所川内町中央公民館前広場

※雨天の場合、中央公民館大ホール

で実施

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

精神保健
ボランティア入門講座

~精神障害者への理解を深めよう~

-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.• 

第5田

幸育て広場

乳幼児期に音楽

に合わせて体を動

かしたり、大好き

な絵本を読んでも

• 

口 日時 10月 2 日(月) 第 1 回

10月 10 日(火)第 2 回

午後 1 時30分~午後 3 時30分

ロ場所川内町健康センタ ー 2 階研修室

口内容

第 1 回 (10月 2 日)

・心の病とは、どんなものか

口講演 「心の病について」

講師 真光園副院長 大久保巌彦医師

口座談会

第 2 回 (10月 10 日)

・ 精神保健ボランティア活動を知ろう

口講演「私の精神保健ボランティア

活動通して」

講師、ほっとねっ と松山刀世話人

庫本ひろみさん

らうことは、豊か

な感性を養 うため、とても大切なことです。第 5 因子

育て広場は、 表現あそびと絵本の読み聞かせをします

ので、 どうぞお気軽にご参加ください。

0 日時

10月 28 日(土)

午前 9 時30分"-'11時

(受付‘午前 9 時"-'9 時30分)

o場所

川内保育園

0内容

表現あそび

絵本の読み聞かせ
口 川内町の事業の現状

口 座談会

平成12年10月号広報かわうち

ぬ



カメラじiItート

4温泉郡消防団
幹部研修会
8月 20 日、温泉郡三町の消防団幹部が集まり、幹部研

修会が開催されました。

会場となった川上小学校グラウンドには、 三町の消防

団幹部団員、東温消防署員、役場職員約70人が集合。

号令に合わせ整列する団員

白石善四郎川内町消防団長のあいさつの後、東温消防

署員の指導で、 規律訓練に取り組みま した。炎天下、ハッピ姿で真剣

に訓練に取り組む団員の額には、汗が光っていました。

百八灯惨
夏の風物詩“百八灯" が、 8 月 24日、吉久畑川

の河川敷で行われま した。

辺りが暗くなった頃、河川敷に設けられた斉灯

材につぎつぎと点火。その火の横を、子どもたち

が「太郎も来い次郎も来い」と叫 びながら歩き、

水難にあった人の霊を慰めま した。

4第11国公民館変流
三世代クロッケー大会

左から横i*ft団地A、町東部公民
館C 、 IßT東部公民館A

〈大会結果〉

O優勝町東部公民館C

O準優勝横灘団地 A

O第3位 町東部公民館A

9 月 3 日、重信川河川敷のふれあい広場で、公民館交流

三世代ク ロ ッケ一大会が行われま した。

9 月 と はいえ、まだ残暑きび しい中、選手 ・ 役員233人が

参加して、各コートで熱戦が繰り広げられました。

ぬ

ーーーーーー一 試合では、高齢者の

うまさや子どもたちの

大人顔まけのプレー も

見られ、感I嘆の声や子

どもに指示する声が、

終日 コート に響いてい

ました。

試合結果は左のとお

りです。

平成1 2年10月号広報かわうち



力説ラLiItート
-・ r 1 1 r 1 1 r 1 1 r 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 111 1 1 1 1 1 1 1 111 1 111 1 1 1 1 1 111 1 1 1 111 1 1 J 

この後、大会宣言が行われ、大
: I町長より記念品を贈られた川内 :
: II1Tで一番の長寿者、 *ffi lll フイさ ; 会は終了しましたが、会場では余
ん(ガリラヤ荘 ・数えで104歳) .: 興が行われ、参加したお年寄は楽

9 月 15 日、敬老の日に中央公民

館大ホールで、第31回川内町老人

福祉大会が開催されました。

大会には町内のお年寄りや福祉

関係者など約600人が参加しました。

開会式の後、表彰式が行われ、 20

名 ・ 20世帯が川内町長表彰を、 9

名が老人クラブ連合会長表彰を受

賞 しました。

また、米寿を迎えられた51名に

愛媛県知事と川内町長から、 金婚

式を迎えられた37組、長寿おしど

り夫婦 1 組の方々と、数え年で100

歳以上の長寿者 3 名に町長から記

念品が贈られました。

A 

川内町高齢者サービス

調整チームによる寸劇「介

護保険を利用したいな」

を見て、会場のお年寄り
から笑みがこぼれていま

した。

来賓祝辞、受賞者代表謝辞の後、

小 ・ 中学生による敬老作文入賞作

の発表、老人代表意見発表、寸劇

があり、会場では、おもわずうな

づいたり、笑ったりする人が見ら

れました。

余
興
で
行
わ
れ
た
老
人
ク
ラ
ブ
婦
人
部

童
謡
の
会
の
コ
ー
ラ
ス

d
司

•••••••••••••••••••••••••••••• 

しいひとときを過ごしました。

平成12年10月号広報かわうち
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む・:>7、、 ιの

・霊嚢

淘|井|

里り錨 問
乃の ) 
ち
ゃ

ん
(10月 2 日生)、 _./

「りのちゃーんJ 「はーいJ
ちうちょっとで歩けるよ。 いっしょにお
散歩に行こうネ。

(お兄ちゃん、お姉ちゃんより〉

渡1_t_ 1

美み音ß Ilí~ 1 
緒ぉ ) 
ち
ゃ

ん
(10月 6 日生) ー\刈/、 1 1 rlh 

お兄ちゃんにいじめられるけど
遣しく育ってね。

(父 ・ 母より〉

生
ま
れ
は

グ
江
戸
d

昭
和
三
年
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
、

昭
和
天
皇

の
即
位
大
典
記
念
天
杯
を
い
た
だ
い
た
高
齢
者
の

方
々
が
写
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
三
年
当
時
の
高
齢
者
と
い
う
こ
と
は
、

と
に
な
り
ま
す
が

の
ず
と
生
ま
れ
は
H

江
戸
(
幕
末
頃
)
Hと
い
う
こ

写
真
に
は
き
ち
ん
と
し
た
装

い
で
正
面
を
見
据
え
る
人
、
左
前
方
あ
る
い
は
右

前
方
を
見
据
え
る
人
な
ど
、
江

戸
、
明
治
、
大
正

昭
和
の
激
動
の
時
代
を
生
き
抜
い
て
き
た
人
の
思

い
思
い
の
顔
が
し
っ
か
り
と

写
っ
て
い
ま
す

。

(写
真
提
供
渡
部
家

寄
贈
民
俗
資
料
よ
り
)

な
つ
か
し
の
写
真
を
募
集
し
ま
す

。

役
場
総
務
課
広
報
係
ま
で
ご
一
報
を
/

(
阿川
阿
)

柴
田

光
騎
く
ん

Jj: f 』 t f軍 (10月 18日生〉

のびのびとすくすく大きくなってね。
大すきなことをたくさん見つけてね。

(/'\/\、ママ、かーくんより〉

川
柳
も
づ
く
吟
社
九
月
例
会
報喜撰

亭

お

川
内
町
文
化
祭
参
加
川
柳
会
御
案
内

日
時

十
一
月
十

一
日
午
前
十

一
時

場
所
川

内
町
福
祉
館

宿
題

面
影
・

皿
・
流
石
・
包
む

・
高
級
各
五
句

会
費

五
百
円

昼
食
代

貰

心
ば
か
り
の
も
の
を
用
意
し
て
お
り
ま
す

パ
ツ
タ
リ
と

虫
会
い
す
い
訳
虫
永
ぬ
場
所

白

立
た
な
い

ニ
番
が
似
合
う

苦
労
人

次
申
却
で
す
チ
ヤ
ツ
カリ
嫁
は
決
め
て
永
る

句

晒
し
の
野
仏
ゐ
が
永
て
洗
うあ〈
ら

客
送
り

ニ
香
前
一
じ
で
か
く
胡
坐

す
い
訳
の
メ1
ル
が
届
く
ベ
ル
が
鳴
る

駆
け
つ
け
て
汗
を
拭
き
拭
き
す
訳
し

・
加
茂川
の
水
に
晒
し
て
絹

ふ
袖

す
い
訳
の
言
葉
選
ん
で
戸
を
聞
け
る

ニ
番
目

は
ほ
っ
た
ら
か
し
で
元
気
な
子

言
い
訳
で
済
ま
ぬ

A叩
の
涯
療
ミ
ス

留
守
な
の
か
洗
濯
物
が
ゐ
晒
し

何
を
云
っ
て
も

古
い
訳
に
な
る
雪
印

う

η

よ

L
V
I

1

よ

向
即
日

け
父
負

。〈

に
ネ

ん
て

や
っ

ち
育

メ

姉
く

お
さ

λ
同
阿
出
)

Z

付

桐
山

店
ト
ヶ
ザ

か
ん
な

閑
ι加
す

菜
奈
ち
ゃ
ん
ひ
一
πに

近 |横

佑雪藤|自
裁や |地
13 < 1 

ん

選

佐
々
木
胡
舟

岡
本
武
士

山
本
ひ
ろ
志

菅
野
華
泉

野
中
友
親

高
岡
紫
温

菅
野
美

雪

松
岡
義
国

平
岡
深
舟

渡
部
佐
久
良

篠
森
美
登
里

都
築
登
貴
子

高
瀬
喜
撰
亭

(1 0月25日生〉

(父・母より〉

ぬ
広報かわうち平成1 2年10月号



一
口
科
目

・

パ
ソ
コ
ン
(
職
業
能
力
開
発

協
会
3

級
)

-

経
理
事
務
(
全
商
簿
記
検
定

2

級
)

口
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

申
込
方
法
な
ど
詳
細
に
つ
い
て

は
、
次
の
と
こ
ろ
ま
で

。

松
山
市
山
越
町

4
5
0

番
地

愛
媛
県
女
性
職
業
セ
ン
タ

ー

(宮
9
2
3

・

2
2
0

1

)

就
業
を
希
望
す
る

女
性
の
た
め
の
講
座

2性

犯
罪
の
被
害

あ
っ

た
ら

性
犯
罪
被
害
者

相
談
電
話

悩
ま
ず
、
勇
気
を
出
し
て
届
け
出

を
!

警
察
は
被
害
者
の
方
の
手

助
け
を
行
い
ま
す
。

性犯罪被害者相談電話
fi(089) 943 ・8740

愛媛県警ホームページアドレス
http://www.dokidoki.ne.jp/homel/ehimellO/021-09-1.htm 

H

性
犯
罪
の
根
絶
に
協
力
を!H

(
女
性
の
皆
さ
ん
、
泣
き寝
入
り
は
し
な

い
で
)

口
松
山
南
警
察
署

(宮
9
5
8

・
0

1

1
0
)

l属
託
の
弁
護
士
カ三

中自
主火
n，κ 

当
た

側
交
通
事
故

紛
争
処
理
セ
ン
タ
ー り

ま
す
。

口
予
約
受
付

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
9

時
却

分
か
ら
口
時
ま
で
(
祝
日
を
除
く
)

口
業
務
内
容

①
交
通
事
故
に
つ
い
て
の

一
般

河
口
火
，

E

十
か1

ニ
コ門
門

②
当
事
者
の
交
渉
に
よ
る
示
談

が
困
難
に
な
っ
た
場
合
の
和

解
の
斡
旋

口
費
用

E

、

|

釦
川

'和

口
所
在
地

高
松
市
丸
の
内
刊
の
1

大
和
生

命
ピ
ル
5

階
側
交
通

事
故
紛

争
処
理
セ
ン
タ
ー

(宮
0
8
7

.
8
2
2

・

5
0
0
5
)

一
口
対
象

①
家
庭
教
育
に
関
す
る
悩
み
や

不
安
を
抱
く
親
及
び
保
護
者

②
精
神
医
学
な
ど
の
見
地
か
ら

家
庭
教
育

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

の
対
応
が
必
要
な

事
例
等
を

受
け
持
つ
電
話
相
談
員
や
関

係
機
関
の
相
談
員

口
相
談
日
時

叩
月

M
日
例
日
時

1

汀
時

口
相
談
場
所

松
山
市
総
合
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

口
相
談
担
当

真
光
園
院
長
植
田

孝
一
郎

口
申
込
方
法

相
談
希
望
の
方
は
、
開
催
日
の

2

週
間
前
ま
で
に
松
山
教
育
事

務
所
社
会
教
育
課

(E
9
4

1

・

1

1
1
1

内
線
4
5
6
)

へ
、
所
定
の
申
込
書
に
よ
り
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

口 ・・・・・
毎 日
週
月 時

火

水

金
曜
日

い
じ
め
・
な
や
み
等
の

教
育
相
談

午
前
8

時
却
分
1

午
後
5

時

口
場
所

中
央
公
民
館
2

階
教
育
相
談
室

広報かわうち

口
内
容

い
じ
め
・

不
登
校

・

学
業
不
振

等
教
育
上
の
悩
み
に
つ
い

て
、

本
人
ま
た
は
保
護

者
・

関
係
者

か
ら
の
相
談

口
相
談
員

教
職
経
験
車
か
な
男
女
の
教
育

相
談
者
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

(
無
料
・

秘
密
厳
守
)

口
電
話
相
談

宮
9
6
6

・

6

1

5

0

平成1 2年1 0月号

ぬ

一
口
日
時

叩
月
4

日
附
午
前
四
時
i
u
時

口
場
所

川
内
町
中
央
公
民
館

口
相
談
内
容

差
別
、
家
庭
内
の
問
題
、
近
隣

と
の
紛
争
、
借
地

・

借
家
、
児

童
・

生
徒
の
い
じ
め
、
体
罰
、

交
通
事
故
な
ど

口
相
談
担
当
者

法
務
局
職
員
、
人
権
擁
護
委
員

人
権
相
談
所



口 ・・・・・
日

高
齢
者
の
人
権
問
題
に
関

す
る
ロ
時
間
電
話
相
談

主
守

円
M
H
M
F

9

月
却
日
樹

午
前
9

時
か
ら

午
後
9

時
ま
で

口
電
話
番
号
(
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
)

n
U
1
i
n
L
ハ
U
・

n
u
qム
F
0
・

Fhd
F
h
u
n
u

口
相
談
内
容

高
齢
者
の
扶
養

・
介
護

・

独
居

・

社
会
参
加
等

、

高
齢
者
の

人

権
問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相

談
(
無
料

・

秘
密
厳
守
)

口
相
談
担
当
者

弁
護
士
や
教
育
者
等
多
種
の
経

験
を
も
っ

人
権
擁
護
委
員
、
法

務
局
職
員-

m
月
1

日
か
ら
の
1

週
間
を
「
法

の
日
」
週
間
と
し

、
全
国
各

地
で

講
演
会

・

座
談
会

・

無
料
法
律
相

談
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す

。

.

、
、
4
T
工
回
型
司

U

-

λ
i
z
z
n
y耳
目
作

m
月
1

日
1
7

日
は
「
公
証
週

間
」
で
す
。
公
証
役
場
で
は
、
い

「
法
の
日
」
週
間

つ
で
も
公
正
証
書
に
関
し
て
の
法

律
相
談
を
行
っ
て
お
り
、
相
談
は

無
料
で
す

o

H

大
事
な
契
約
や
遺
言
な
ど

は
公
正
証
書
に
H

口
問
い
合
わ
せ
先

松
山
合
同
公
証
役
場
(

宮
9
4

1

・

3
8
7
1
)

月 ・・・・・
間 10
」 月

では
す「
。高

年
齢
者
雇
用
促
進

高
年
齢
者
一
雇
用
促
進

月
間

H

時
は
今
、
継
続
雇
用
の
邸
歳
H

口
問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ

l

ク
松
山
(

宮
9
3

2

・

1
0
1
0
)

'
ν
 

許
、.
 

• ,, 
J
'
 

一
ア

ス工フ桔の赦
口
日
時

叩
月
1

日
岡

山
月
2

日
開

口
会
場

愛
媛
県
花
き
総
合
指
導

セ
ン
タ

ー

(宮
9
6
4

・

5
8
6
7
)

口
内
容

趣
味
園
芸
展
、
い
け
ば
な
展
、

押
し
花
展
、
花
の
種
・
ポ

ッ

ト

苗
プ
レ
ゼ
ン
ト

、
園
芸
バ
ザ
ー

ル
、
ふ
る
さ
と
市
コ
ー

ナ
ー

等

9

時
1

同
時

9

時
1

日
時

-
平
成
ロ
年
日
月
1

日
か
ら
愛
媛

県
最
低
賃
金

は
、
1

日

4
、

8
5

2

円
、
1

時
間
6
0
7

円
で
す
。

最
低
賃
金
に
つ
い
て
の
お
問

い

最
低
賃
金
改
正

.10月ごみの収集目・
清掃センター電話 966-4989

1 . もえるとみ

収集曜日 収 集 地 域 収集変更日又は収集休止日

月 ・木
東谷・西谷・土谷 滑川 10月 9 日伺H立

奥松瀬川天神 10月 10日凶に収集
毎

火・金
北方東・北方西 ・南方東

南方西

週 変更な し

水・土
町西町東(天神を除く)

山田 横灘団地前松瀬川

2 . もえないとみ・有資源回収

収集地域
ベットボト Jレ・ ガラスー空蛍ピノ顛覇 乾空 き電 缶池 類類もトやレさなイいも類の 子レピ 光町

有資源回収

東谷・西谷 ・土谷・;骨川
10/ 2(月) 10/12(木) 10/16(月) 10/23(月)奥松瀬川天神

北方東北方西
10/ 3(火) 1 0/1 3('金) 10/ 17(火) 10/24(火)

南方東・南方西

町西・町東(天神を除()
山田 ・横灘団地 10/ 4 (羽 10/ 11凶 10/18bj() 10/25休)
前松瀬川

-・・・・ ム，_....._口

宮 わ
9 せ
3 は
5 
愛

5 媛
2 労
O 働
O 局
)賃

金
室

退
職
金
日
つ
く
り
は
「
中
退
社
己
で

中
小
企
業
で
退
職
金
制
度
を
設

け
た
い
場
合
は
、
安
全

・

確
実

・

有
利
な
国
の
「
中
退
共
制
度
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

口
問
い
合
わ
せ
先

退
職
金
相
談

コ
ー
ナ
ー

(宮
0

8
2

・

2
4
0

・

7
1
5
1
)

給
水
装
置
工
事
事
業
者

の
追
加
指
定
に
つ
い
て

平
成
ロ
年
7

月
か
ら
8

月
の
聞

に
、
給
水
装
置
工
事
事
業
者
と
し

て
追
加
指
定
し
た
業
者
は
、
次
の

と
お
り
で
す

。

口
新
崎
住
宅
設
備
側

松
山
市
井

門
町
出
番
地
5
(
宮
9
5
7

・

5
4
1
3
)
 

日
帰
好
村
設
備

松
山
市
古
川
南

三
丁
目
お
番
口
号
(

宮
9
5
7

-
4
3
8
0
)
 

口
偏
湯
築
設
備

松
山
市
下
伊
台

町
4
8
9

番
地
訂

・

5
4
3
3
)

(宮
9
7
7

ぬ
広報かわうち平成12年10月号



百
-健康センター 8966-2191 

0字問相談 I R.!週

日 時 毎週水曜日 午前 9 時'"12時

場所 健康センター 1 階

内容身体計測、育児相談

持参晶 母子健康手帳

E璽璽彊

0健康相談・栄養相談

血圧測定、尿検査を行っています。健康に関することは

お気軽にご相談ください。

日 時 毎週水曜日 午前 9 時'"12時

場所 健康センター 1 階 運動指導室

0こころの健康相談

精神的に不安定だったり、お年寄りの痴呆等の相談

をお受けしています。

日時 10月 13日幽受付午後 2 時"'4 時

場所健康センタ ー及び家庭訪問

(注)予約制ですので、事前に保健婦までご連絡ください。

0滑川健康相談

日 時 10月 11EI(水)

場所九 騎 午前11時'" 12時

生活改善センタ一 午後 1 時30分"'2 時30分

海上 午後 3 時"'4 時

Ii[ffi冨
日 時 対象児と注意事項

種 10月 3 日凶
生後 3 カ月 ~ 7 歳 6 カ月児

j昆 午後 21侍~3 1侍 ※ÈÎ日咳にかかった方は、二種混合(ジフテ リ ア

合 舷1m昆)を受付で申し出てください。

ポ 10月 17 日附

リ 20 日倒
生後 3 カ月 ~ 7 歳 6 カ月児

オ 午後 2 時~3 n寺
* -F痢をしていると受けられません.

受付 午後 2 時"' 3 時
場所 健康センタ ー 2 階

持参晶 母子健康手帳、 予防接種手帳、体組計

実施日 検診内容 受 付|時間 場 所

10月 5 日休) 胃' 午前 71時30分~9 1侍
一一一一ーー一ー一一一 一一一 ーーーーー ー一 一一一一一一一6 日幽

12 日附 大I1湯 ・前立腺 今=前7時30分~1鵬
健康センタ ー

13 日幽 子宮 ・乳 ・ 甲状腺

。検診料金

胃がん検診 800円 子宮がん検診 600円

大腸がん検診 500円 乳がん検 診 300円

前立腺がん検診 300円 甲状腺がん検診 300円

*誕生日がん検診のご案内の方は、検診料金は1!!g料です。

E温E彊

日時 10月 19 日(木)

場所 東予産業(附午前 9rli'f'" 121時

松山観光ゴルフ(槻午後 1 時30分"'3 時

E.~置z~m;..期同;~(g

10月から犬の引き取りの時聞が変わります。ご注意くだ

さい。

日 時

場所

持参晶

毎週月 H程 日 午前 8 時30分"' 9 時

健康センタ ー

印盟ふ 登録をしている犬は鑑札、

狂犬病予防注射済票

女不幸な犬をつくらないためにも、繁殖を希望しない場合は不妊 ・
去勢手術に努めま し ょう。

-山地民間司 (診療時間:午前 B 時30分~午後 5 時30分)

日 当 番 医 住 所 電話

1 日 ( 日 曜 日 ) 西本盤形外科 重信 11町 閉窪 964-1611 

8 日 ( 日 曜 日 ) )11 員有 l涜 松山市南総本IIIT 976-7811 

9 日 (体育の日 ) 藤 石 病 |筑 重信町志津川 964-1234 

15 日 ( 日 曜 日 ) 石 ) 11 小児科 重信町横河原 955-0333 

22 日 ( 日 曜 日 ) E羽 キサ 内 容} 重信町志津川 964 叫
29日 ( 日 曜 日 )

藤本内科
重信町横河原 960-5500 

クリニツク

平成12年10月号 広報かわうち
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町の動き ( 9 月 1 日現在)
健康センターか5

(一 2人)

(ー 6人)

(+ 4人)
(+ 6戸)

11 ， 205人

5 ， 284人

5 ， 921 人

3 ， 847戸数

男
女
帯

人
世

口

略称敬分
一計

窓
制
む

の
刊
に

益
面
(

t

R

M

 

ロ
凶

生誕お安
E調i回帰省.

0 1 歳 6 ヵ月健康診査

日時 10月 19 日休) 受付

場所 健康センタ - 2 1精

対象児 平成11年 2 月、 3 月、 4 月生まれの幼児

内 容身体計測、 貧血検査、小児科診察、歯科診察、

保健指導(栄養、 歯科)

lヨ子健康手1 11長、ア ンケート(事前に送付します)

午後 1 時~2 時

住 所 保 護 者 名前 生年月日

主採 渡部 浩司
止と〈 み

7.28 •q:î �1i� 

横波It団地 2 岡本 洋|列
とも 泊、

7.29 1111 県

保 免 梁間 苦\~ E見
り " 8.5 梨話寺

三 事| 箆 波昔日 啓二
-.仇 ， ζ

8 .17 主主 l栄子

4疫 戸 武方 一 怨
治、 弘 、

8 .20 大i'(ij

徳 =Ek Z 高橋 宏治
めい じ

8.26 愛慈

持参晶

10月 24 EI (火) 受付

健康センター 1 階

平成12(，=1:': 3 月、 4 月 、平成11年 8 月、 9 月の乳幼児

(生後 6 、 7 ヵ 月児、 1 歳 1 、 2 ヵ月児)

身体計測、発達チェッ ク、保健指導、栄養指導

向子健康手帳、アンケート(事前に送付します)

午前 9 時~10時

0育児相談

日時

場 所

対象児

内 容

持参晶

実ごめい福をお祈りいたします

住 所 氏 名 年 齢 死亡月日 世 帯 主

)'11 1 之内 宇和川シゲ子 71 8.7 宇和川稔

員11 之内 市須賀スミヱ 102 8.9 高須賀清一

ìiõ[之内昔日l 佐fl3 コウ 97 8.23 イti'.イ I~I 貞雄

上古 rlï 波宮11 洋子 43 8.23 波宮 1 rci l距|

下 1'1' 大石 ト ミ子 89 8.28 大石 ト ミ子

10月 24 EI (火) 受付

健康センタ - 1 階

平成12年 6 月、 7 月、 平成11年11月、 12月の乳幼児

(生後 3 、 4 ヵ 月児、 10、 11 ヵ月児)

身体計側、発達チェ ック 、小児科診察、保健指導、

栄養指導

母子健康手1 11長、

午後 1 時~2 時

0育児学級

日時

場 所

対象児

平成1 2年 9 月 10日現在

昨年比

+ 93 
1 

+156 
(松山南警察署管内)

.薄暮時の事故多発 1 早期点灯を
・反射材着用で、自己防衛を
- 高齢者に対する、思いやりの心を

交通事故の発生状況
本 年

(事前に送付します)

柔
道

、

サ
ッ

カ
ー

、
競
泳
な
ど
、

大
会
が
始
ま
っ
た
。

アンケート

待
ち
わ
び
て
い

た
H

四
年
に

一
度
グ

の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク

日
本
人
選
手
の
幸
先
の
よ
い
活
躍
が

報
道
さ
れ

、

t

、

。

ふ
ん
し

テ
レ
ビ
か
ら
目
が
離
せ

も し
か
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
月
の
9

月

か
な
ら
ず
広
報
の
締
め
切
り

は
来
る

。

H

四
年
に

一
度
H
の
プ
レ
ツ

Rデτ芳

首

シ
ャ
l

に
打
ち
勝
っ
て
い
る
選
手
に

内

持参晶

比
べ
れ
ば
、
H

月
に

一
度
H
の
プ
レ
ツ

シ
ャ
!

な
ん
か
:

。

で
も
胃

が
痛
い
。

表紙の写真
長雨がうそのように1 1青れた 9 月 17 1ミ| 、 川内中学校

で運動会が開催されました。

運動会では、保護者の見守る 1*'、楽しそうに演技
する生徒の姿が印象的で、綱引きでは喜びのウェー

ブも見られました。

ぬ
広報かわうち平成12年10月号
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企“盗人滝"とその横にある

盗賊が住んでいたという
岩屋。

4 “盗人滝"手前の小さな滝。

盗人滝の話
現在海上入口に道路改修記念碑

があるが、そこより約百メートル
位山道を行くと、「帯屋ヶ谷河原j
の横に岩屋がある。横二十メート
ル、奥行五、六メー トル位あり、
大雨が降っても濡れない岩屋で、
そこに昔かう盗賊が住んでいた。
そして滑川|附近、河之内、明河、
遠くは小松あたりまでも出没して
お金や物を盗み集め、豪勢な生活
をしていたそうである。そのあた
りは景色が美しく、滝となって流
れ落ちる水しぶきは白糸の流れる
様な所である。
そして、その美しい風景そのま
まに盗賊とは言えと、心優しく、人
情昧に溢れ、貧乏人の願いを優し
く聞き、金でも食器類でも衣類で
も、惜しみ芯く貸し与えたそうで
ある。しかし人様の物を盗むこと
においては変わりなく、盗人の名
は残り、この滝のことを人呼んで
盗人滝と呼ぶように芯った。

(，ふる里の記録J より)

滑
川
に
は
、
深
山
幽
谷
の
趣
き
の
あ
る
景
勝
地
"
滑

川
渓
谷
“

が
あ
る
が
、

こ
の
渓
谷
の
少
し
手
前
に

"

盗
人
滝
“
と
呼
ば
れ
て

い
る
所
が
あ
る

。

滑
川
に
入
り
、

愛
媛
県
道
前
道
後
第

二
発
電
所
を
過
ぎ
て
、

道
路
改
修
記
念
碑
の
あ
る
所
か
ら
左
に
山

へ
入
る
。

谷
沿
い
の
道

を
歩
く
と
、
昨
年
の
台
風
の
つ
め
跡
で
あ
ろ
う
、
木
橋
が
流
さ

盗
人
滝
(
滑
川
海
上
)

れ
て
い
た
り
、
流
木
が
ひ
っ
か
か
っ
た
ま
ま
で
残
っ
て
い
る

。

歩
く
こ
と
わ
ず
か
に
五
分
、
"
盗
人
滝
“
に
着
い
た
。

畳
間
で

も
薄
暗
く
、
滝
の
横
に
は
岩

屋
が
あ
り
、
"
盗
人
滝
“
の
民
話
も

"
さ
も
あ
り
な
ん
“
と
い
う
感
じ
で
あ
る

。

県
道
か
ら
わ
ず
か
な
距
離
に
、
こ
の

よ
う
な

景
勝
地
が
隠
さ

れ
て
い
る
滑
川
に
、
改
め
て
驚
か
さ
れ
た

。


